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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 10月 16日 (2007.10.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 両 内 装 部 材 (T)に 取 付 固 定 さ れ 、 開 口 部 (20A)を 開 設 し た 箱 状 の 収 納 本 体 部 材 (20)と 、
夫 々 が 連 繋 さ れ た 状 態 で 前 記 収 納 本 体 部 材 (20)に 枢 支 さ れ 、 前 記 開 口 部 (20A)を 開 閉 可 能
に す る 第 １ 扉 部 材 (22)お よ び 第 ２ 扉 部 材 (24)と か ら な り 、 第 １ 扉 部 材 (22)の 開 閉 操 作 に 基
づ い て 第 ２ 扉 部 材 (24)が 連 動 し て 開 閉 す る 車 両 収 納 ボ ッ ク ス の 開 閉 扉 に お い て 、
　 前 記 第 １ 扉 部 材 (22)に 配 設 さ れ た 操 作 部 材 (92)と 、
　 前 記 操 作 部 材 (92)に 連 繋 し た 状 態 で 前 記 第 １ 扉 部 材 (22)に 配 設 さ れ 、 該 操 作 部 材 (92
連 る 第 １ 連 繋 部 材 (94)と 、
　 前 記 第 １ 連 繋 部 材 (94)に 設 け ら れ 、

前 記 操 作 部 材 (92)の 非 操 作 時 に 前 記 第 １ 扉 部 材 (22)か ら 外 方 へ 突 出 し て 、 前 記 収 納 本 体
部 材 (20)に 設 け た 第 １ 係 止 受 部 (98)に 係 止 さ れ る 第 １ 係 止 突 部 (96)と 、

記 収 納 本 体 部 材 (20)に 配 設 さ れ 、 前 記 第 １ 係 止 受 部 (98)に 対 す る 前 記 第 １ 係 止 突 部 (9
6)の 係 脱 に 連 る 第 ２ 連 繋 部 材 (100)と 、
　 前 記 第 ２ 連 繋 部 材 (100)に 設 け ら れ 記 第 １ 係 止 突 部 (96)が

際 に 前 記 収 納 本 体 部 材 (20)か ら 外 方 へ 突 出 し て 、 前 記 第 ２ 扉 部 材 (24)に 設 け た 第
２ 係 止 受 部 (104)に 係 止 さ れ る 第 ２ 係 止 突 部 (102)と か ら な り 、
　
　 前 記 操 作 部 材 (92)の 非 操 作 時 に は 、 前 記 第 １ 係 止 突 部 (96)が 前 記 第 １ 係 止 受 部 (98)に 係
止 し て 前 記 第 １ 扉 部 材 (22)が 前 記 収 納 本 体 部 材 (20)に 係 止 保 持 さ れ る と 共 に 、 前 記 第 ２ 係
止 突 部 (102)が 前 記 第 ２ 係 止 受 部 (104)に 係 止 し て 前 記 第 ２ 扉 部 材 (24)が 該 収 納 本 体 部 材 (2
0)に 係 止 保 持 さ れ 、
　 前 記 操 作 部 材 (92)の 操 作 時 に は 、 前 記 第 １ 係 止 受 部 (98)に 対 す る 前 記 第 １ 係 止 突 部 (96)
の 係 止 が 解 除 さ れ て 前 記 第 １ 扉 部 材 (22)の 開 放 が 許 容 さ れ る と 共 に 、 前 記 第 ２ 係 止 受 部 (1
04)に 対 す る 前 記 第 ２ 係 止 突 部 (102)の 係 止 が 解 除 さ れ て 前 記 第 ２ 扉 部 材 (24)の 開 放 が 許 容

)に
動 す

前 記 第 １ 扉 部 材 (22)が 開 口 部 (20A)を 閉 成 し た 状 態
で

　 前
動 す

、 前 前 記 第 １ 係 止 受 部 (98)に
係 止 し た

前 記 第 １ 扉 部 材 (22)が 開 口 部 (20A)を 閉 成 し た 状 態 に お い て 、



さ れ る よ う 構 成 し た
こ と を 特 徴 と す る 車 両 収 納 ボ ッ ク ス の 開 閉 扉 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 し 、 所 期 の 目 的 を 達 成 す る た め 本 発 明 は 、
　 車 両 内 装 部 材 に 取 付 固 定 さ れ 、 開 口 部 を 開 設 し た 箱 状 の 収 納 本 体 部 材 と 、 夫 々 が 連 繋 さ
れ た 状 態 で 前 記 収 納 本 体 部 材 に 枢 支 さ れ 、 前 記 開 口 部 を 開 閉 可 能 に す る 第 １ 扉 部 材 お よ び
第 ２ 扉 部 材 と か ら な り 、 第 １ 扉 部 材 の 開 閉 操 作 に 基 づ い て 第 ２ 扉 部 材 が 連 動 し て 開 閉 す る
車 両 収 納 ボ ッ ク ス の 開 閉 扉 に お い て 、
　 前 記 第 １ 扉 部 材 に 配 設 さ れ た 操 作 部 材 と 、
　 前 記 操 作 部 材 に 連 繋 し た 状 態 で 前 記 第 １ 扉 部 材 に 配 設 さ れ 、 該 操 作 部 材 連 る 第 １
連 繋 部 材 と 、
　 前 記 第 １ 連 繋 部 材 に 設 け ら れ 、 前 記 操 作 部 材
の 非 操 作 時 に 前 記 第 １ 扉 部 材 か ら 外 方 へ 突 出 し て 、 前 記 収 納 本 体 部 材 に 設 け た 第 １ 係 止 受
部 に 係 止 さ れ る 第 １ 係 止 突 部 と 、

記 収 納 本 体 部 材 に 配 設 さ れ 、 前 記 第 １ 係 止 受 部 に 対 す る 前 記 第 １ 係 止 突 部 の 係 脱 に 連
る 第 ２ 連 繋 部 材 と 、

　 前 記 第 ２ 連 繋 部 材 に 設 け ら れ 記 第 １ 係 止 突 部 が 際 に 前
記 収 納 本 体 部 材 か ら 外 方 へ 突 出 し て 、 前 記 第 ２ 扉 部 材 に 設 け た 第 ２ 係 止 受 部 に 係 止 さ れ る
第 ２ 係 止 突 部 と か ら な り 、
　
　 前 記 操 作 部 材 の 非 操 作 時 に は 、 前 記 第 １ 係 止 突 部 が 前 記 第 １ 係 止 受 部 に 係 止 し て 前 記 第
１ 扉 部 材 が 前 記 収 納 本 体 部 材 に 係 止 保 持 さ れ る と 共 に 、 前 記 第 ２ 係 止 突 部 が 前 記 第 ２ 係 止
受 部 に 係 止 し て 前 記 第 ２ 扉 部 材 が 該 収 納 本 体 部 材 に 係 止 保 持 さ れ 、
　 前 記 操 作 部 材 の 操 作 時 に は 、 前 記 第 １ 係 止 受 部 に 対 す る 前 記 第 １ 係 止 突 部 の 係 止 が 解 除
さ れ て 前 記 第 １ 扉 部 材 の 開 放 が 許 容 さ れ る と 共 に 、 前 記 第 ２ 係 止 受 部 に 対 す る 前 記 第 ２ 係
止 突 部 の 係 止 が 解 除 さ れ て 前 記 第 ２ 扉 部 材 の 開 放 が 許 容 さ れ る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と
す る 。
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前 記 第 １ 扉 部 材 が 開 口 部 を 閉 成 し た 状 態 で
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、 前 前 記 第 １ 係 止 受 部 に 係 止 し た

前 記 第 １ 扉 部 材 が 開 口 部 を 閉 成 し た 状 態 に お い て 、
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